
沿　革

桐光学園小学校
〒 215-8556　神奈川県川崎市麻生区栗木 3-13-1　℡ 044-986-5155　　https://www.tokoes.ed.jp/
【交通】小田急多摩線栗平駅から徒歩約 15分（1～ 3年生は送迎バスあり）

神奈川県川崎市

　1965（昭和 40）年、小塚光治により川崎み

どり幼稚園（現みどり幼稚園）開園。1972（同

47）年に学校法人桐光学園認可、寺尾みどり

幼稚園を開設。

　1996（平成 8）年、桐光学園小学校開校。

　2001（同 13）年に小学校開校 5 周年記念式

典を挙行、6 学年がそろう。2016（同 28）年

小学校開校 20 周年記念式典を挙行。

募集人員：男女各 36 人（内部進学者を含む）

出願期間：

　9月 1日～ 10 月 1 日（インターネット出願）

試験日：2025 年 10 月 21 日

発表日：2025 年 10 月 21 日

　（HP より合否照会サイトで確認）

選考料：20,000 円

選考内容：

　児童面接、知能テスト、制作活動、行動観察

【かかる費用】

入学金：230,000 円

授業料：46,000 円（月額） ※空調費を含む

施設費：280,000 円　※入学時１回のみの納入

◆桐光学園中学校（男子 34 人、女子 26 人）

※原則として全員が進学可能

6/13（金）公開授業★

8/30（土）第２回学校説明会★

11/8（土）運動会

2026/1/10（土）作品展

★…要申し込み（Web）

◆児童数／教員数：423 人／ 32 人（2025 年度）

◆ 2025 年度応募者数：231 人

◆合格者数：―

【併設校】

桐光学園みどり幼稚園、寺尾みどり幼稚園／

桐光学園中学校・高等学校

「意志」「表現」「感謝」—３つのこころの成長を
　創立者・小塚光治により設立された日から今日まで、「意志」「表現」「感謝」の
3つのこころの成長を通して生まれる、子ども同士、子どもと教職員、さらには保
護者も含めた、人と人とのつながりを大事にしています。みなで協力して最後まで
やりとげるためには強い意志が、相手を思いやりながら自分の気持ちを伝えるため
には表現する力が必要です。また、自分を支えてくれる家族や友だち等、多くの人
に対する感謝の気持ちが、人とのつながりを深いものにします。

感性を引き出す選科制の授業と特色ある学び
　本校では「個に応じたきめ細やかな指導」を特色とし、1クラスを2名の担任で
運営する複数担任制を採用。また、主体的で持続的な学びの姿勢をはぐくむため、
全学年で毎日の宿題を無理のない量で用意するなど、家庭での学び習慣もサポート
しています。
総合●タブレット端末を使っての「共同学習」、友だちと協力しての「農園活動」、
人が考えたモノの大切さや、それを保護するルールや仕組みなど「知的財産授業」
などを行っています。
英語●低学年では子どもたちの大好きな歌やチャンツを豊富に取り入れ、簡単な会
話や基本語彙を学びます。中学年では「英語の蓄積」をテーマに、64種類約 400
語を扱う英語カルタを使って英文法などを楽しく習得。高学年ではネイティブの先
生とのAii English の授業、日本人教員による中学英語の基礎となる文法指導を通し
て、英語を使ったコミュニケーション力を養っていきます。
ＩＣＴ●全学年で iPadを導入。教室での意見をグラフで可視化したり、家庭学習に
生かすなど、子どもたちの発達段階に合わせて活用しています。
研究発表●歴史や自然科学、身近な言葉についてなど、各自の興味のあることを、
時間をかけて研究。スライドにまとめ、ひかりホールの大きなスクリーンを使って
堂々と発表します。6年間の学習の総まとめの場となっています。

友だちとよく遊び、よく学ぶ小学校。
充実した教育環境で、
子どもたちの豊かな心を育みます。

データパック

［理事長］小塚　良雄

［校　長］斎藤　滋

男 子 女 子 中 高

上級学校に
進むには 原則として全員が中学校に進学することができます。

２０２６年度募集要項

▼　　　　　　▼　　　　　　▼

「きめ細かい指導」「子どもの自主性の尊重」を重視した教育活動

　校長　斎藤　滋　

　子どもが安心して生活できる学校、自分のありのままを表現できる学校、集団生活
を通して自分を見つめ、鍛えることができる学校が私たちの理想とする学校です。子
どもの全てを受け入れることが教育の出発点であると考えています。「きめ細かい指導」
「子どもの自主性の尊重」を心がけつつ日々の教育活動を行っています。
　学習指導においては、基礎基本の定着を大切にし、その延長上にある子どもの「知
りたい」「分かりたい」という旺盛な意欲に対しても積極的に応えています。
　また、保護者との連携も大切にしています。学校行事などへの参加を通して、保護
者に学校の実態と子どもたちの学校生活の様子を知っていただくことで、理解と協力
が得られ、それが子どもたちの毎日の学校生活を支える力となっています。

併設中学進学状況

学校説明会・公開授業
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